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No. 質問・意見概要 教育委員会の回答・考え方

（学校教育課長）学校生活において、豊かな人間関係や社会性も大切である。今後も小規
模校に負けないように、きめ細やかな指導を行っていきたい。次に、先生の数であるが、現
在の学級規模ではクラスに1人の担任だが、ある程度の学級・学校規模だと、担任のほか
に加配・専科の先生を配置できるようになる。これにより、人員に余裕が生まれ、様々な指
導法を取り入れることが可能になると考えている。

（首席指導官）様々な指導方法について補足。適正な規模の学校では、グループに分かれ
て学習したり、習熟度別の指導を行うことが可能になる。反対に小規模校では、児童生徒
が少ないので、したくてもそのような学習形態をとることができない。一定の学級・学校規模
であることで、きめ細やかな指導が可能になり、学習効果も上がると考えている。

学校が合併することの良さは分かったが、共働
きなので、再編後の学童保育が心配である。今
は、６校それぞれに学童保育が設置されている
が、再編後はどうなるのか？現大和中に学校が
移ったら、遠くまで迎えに行かなければならない
のか？学童保育の管轄は別だと思うのでわか
る範囲で教えて欲しい。

学童保育は、保育所と同じく福祉部門の子育て支援課が担当している。現在の再編計画
はまだ案なので、学童保育についても今後検討していく課題である。基本的に、学童保育
は、同じ学校内にあるほうがよいと考えている。しかし、現中島小に一旦移った際には６校
が集まるので、校内にそのスペースが確保できるかが問題である。難しい場合は、スクー
ルバス等を利用して、他の空いている学校で学童保育を行うなど、最適な方法を検討して
いきたい。このようなニーズがあったということを、学校再編協議会（仮称）にあげて、そこで
協議していきたいと考えている。現大和中に移った後は、校内に学童保育を設けたいと
思っている。統合後に、現在の６校の学童保育が別々に運営されることは今のところ想定
していない。

小学校６校が一緒になることで、今まで学童保
育が利用できたのに、人数の上限で入れないと
いうことがないようにお願いしたい。

学童保育の定員については、施設の面積によって決まる。できるだけ希望者を受け入れる
ため、例えば、校内に必要な面積が確保できれば学校内で開設、難しければ別の空き学
校を使う等いろいろ検討していきたい。また、このような要望があったことを、子育て支援課
にも話をつなげていく。いずれにしても、統合後は、１つの学童保育所になるのが自然な形
ではないかと考える。
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学童保育は、子どもたちが和気藹々歩いて来所
できる場所にあって欲しい。また、利用したい保
護者が使えるように、面積を確保して欲しい。子
どもたちにとって、放課後の遊びの時間は発達
のためにも大切なので、遠くの学童保育所に通
うために、その時間が削られないようにお願いし
たい。子どもたちの放課後を有意義なものにし
て欲しい。

今後、子育て支援課と協議をしていきたい。子どもたちにとってより良い環境を実現したい
と考えている。

小中学校の統合の必要性は分かった。小規模
校のいい点にきめ細かな指導があると思うが、
それが学校再編後も維持できるのか？６校から
１校になることで、学校の先生が減ってしまうの
ではないか？
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